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本は見ないでください．

[1] X = {1, 2, 3}とする．X 上の有限加法族 F はどれだけあるか．すべてあげよ．
きちんと説明もつけること．

[2] 自然数全体の集合Nにある位相を入れたところ，Nの開集合全体がN上の有
限加法族になっていたとする．このような位相をすべて具体的にあげよ．

[3] 自然数全体の集合Nの部分集合 Aで，
「Aまたは Ac が有限集合である」
というようなもの全体を集めて得られるN上の有限加法族を F とする．F 上の

有限加法的測度mで，以下のすべての条件を満たすものの例をあげよ．

(1) 空でないすべての有限集合 Aに対して，0 < m(A) < ∞.
(2) どのような実数列 {an}n をとっても，

m(A) =
∑

n∈A

an, ∀A ∈ F

と表すことはできない．
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